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○ 整備方針 と基本構想について

本整備方針は、上越市の斎場整備に関するこれまでの経緯と課題を踏まえ、基本的な

考え方を改めて整理するとともに、今後の方向性を示すものである。

今後、基本構想では、整備方針を踏まえた施設計画の整理を行い、また、整備 e運営

事業方式を検討するため、民間活力導入可能性調査を実施 し、整備・運営事業方式の決

定を行 う。

整備方針

上越市の斎場の基本的な考え方

基本構想

整備方針を踏まえた施設計画の整理

整備 '運営事業方式の決定



1 これまでの経緯

当市では、斎場施設の老朽化が進む一方で、将来的な火葬需要の増加が見込まれるな

ど、今後の在 り方について検討が必要な時メ司を迎えている。

このため、平成 28年度には、全市民の利用を想定する統合施設として、火葬炉 7～ 8

基か ら成る新上越斎場を整備 した上で、同施設建設後は頸北斎場を廃止するとともに、

妙高市が設置する経塚斎場を利用する上越市民の新上越斎場利用も見込むという基本

的な考え方を公表 したところである。

その後、市へ寄せ られた斎場利用に関する意見や地域の要望を踏まえ、頸北斎場につ

いては、施設の更新が必要となるまでの間は、適正な維持管理の下でこれまでどお り運

営 していくこととした。あわせて、主に中郷区及び板倉区の住民を主体 とする上越市民

の経塚斎場の利用については、新井頸南広域行政組合の解散に伴い、平成 29年 4月 か

ら市外料金が適用 とな り負担が増す ことを考慮 し、これを補填する補助金を交付する

とともに、さらに、平成 30年 4月 以降は、上越斎揚又は頸北斎場を利用する市民の利

用料と均一となるよう、当該補助金を増額 したところである。また、補助金の交付期間

については、本事業を進めていく中で、併せて検討することとしている。

各斎場の位置

柿崎区

吉,II区

顕城区

浦川原区

合併前上越

清量区

板倉区
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2 上越市の斎場の現状 と課題

当市は、上越斎場及び頸北斎場を有 してお り、また、中郷区及び板倉区の住民は、

市町村合併の前、町村の当時に、現在の妙高市を構成する市町村 と一部事務組合を構

成 していた経緯か ら、現在においても主に経塚斎場を利用 している実態がある。

上越斎場は昭和 60年に供用を開始 し、約 33年 が経過 してお り、斎場の更新を行

った全国事例等か ら斎場の耐用年数を 40年 とすると、改築等に向けた検討が必要な

時期が到来 している。

なお、平成 4年 に供用を開始 し、約 26年が経過 している頸北斎場は、適正な維持

管理の下で長寿命化を図ることとしている。

上越 、頸北斎場及び経塚斎場の 要

頸北斎場 経塚斎場上越斎場施設名

妙高市大字小出雲

2805番地
上越市柿崎区

柿崎 10496番地 1

上越市大字居多

776番地
所在地

妙高市上越市上越市設置主体
直営 (業務委託)直営 (業務委託)直営 (業務委託)運営形態

平成 4年度

(築 26年 )

昭和 58年度

(築 35年 )

昭和 60年度

(築 33年 )

建設年度
()は H30年度末時点

RC造平屋建

(一部 2階建)

RC造平屋建

(一部 2階建)

RC造平屋建

(一部 2階建 )
構 造

6,701,6ゴ5,105,04浦5,329.90浦敷地面積
987,7∬731,76言1,367.21耐延床面積

告別ホール、炉前ホール、

待合室 (不日室)4室、待合ホ
ール、待合室 (葬儀式場)、

控室 (和 室)1室

告別ホール、収骨室 2室、

待合室 (和 室)2室、待合

ホール、霊安室 1室

告別ホール、見送 リホー

ル、炉前ホール、収骨室 2

室、待合室 (和 室)5室 (う

ち祭事室 1室 )、 待合ホー

ル、霊安室 1室

建物概要

30台20台16台 (身障者用 1台 )駐車台数
火非炉 4基 (1炉 l系列)

燃料 :都 市ガス

火葬炉 3基 (1炉 1系列)、

汚物炉 (動物炉)1基
燃料 :灯 油

火葬炉 4基 (2炉 1系列)、

汚物炉 1基

燃料 :都市ガス
火 葬 炉

629イ牛
うち上越市利用分 170件
(う ち中郷、板倉区 139件 )

334イ牛1,974件
火 葬件 数

(平成 28年度 )

※死体、死胎等のみ

8件 /日

(4炉 2回転 )

4件/日

(1炉 2回転、2炉 1回 転)

11件 /日

(3炉 3回転、1炉 2回転)

予約可能最大件数

2,880件1,440件3,9601牛年間受入可能件数 A

726件
うち上越市利用分 179件
(う ち中郷、板倉区 151件 )

359イ牛
※ 動物火葬数 427件

2,093イ牛火葬件数    B
※死体、死胎等のみ

25,2%
24,9%

※集中時間 (10時～13時 )

稼働率 44.0%
稼働率 B/A(%)

52,9%
※集中時間 (10時～13時 )

稼働率 763%
281611千 円56,463千 円

4,318千 円6,643千 円

24,293千 円49,820千 円

斎場管理運営費 C

5,533千 円21,523千 円斎場使用料収入 D

中郷 区及 び板倉 区の住 民
に 対 して 妙 高 市 民 料 金

(13,000円 )と 市外料絵
(26,000円 )の 差額 13,000

円を補助。
※料金は 12歳以上の場合を例示

補助金支出額 :1,921千 円34,940千 円 23,078千 円

平

成

２９

年

度

市負担額  E=C―D
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当市における斎場の課題は次のとお りである。

佃)施設、設備の老朽化による修緒資の増加 (表 1)

。 上越斎場、頸北斎場ともに老朽化が進み、施設設備を修繕 しなが ら運営してい

る 。

上越斎場は平成 21922年 に、屋根防水、空調や火葬炉設備など大規模修繕を

行つたものの、建物及び火葬炉の経年劣化により、今後も大規模修繕が必要とな

ることが見込まれる。

頸北斎場は、建物の一部に生じている亀裂や雨漏 りなどへの対策が必要となっ

ている。

(2) 火葬能力が低いなど施設能力上の課題 (表 2、 3)

,上 越斎場は、旧式火葬炉のため火葬時間が長く、さらに施設の設計上、同時間

帯に複数の火葬受入れができない※ことか ら、希望する時間帯で利用できないケ

ースが発生してお り、現状のままでは、こうした状況がより顕著となることが予

想される。

※ 同時間帯に複数の火葬受入れをする場合、告別ホールは分腐佳されていないことから、遺族 ,

会葬者の動線が交錯するなど、プライバシーが確保されない。また、車寄せスペースが複数

の霊柩車やバスの受入れを想定していない。

・ 葬儀や交通事情等により到着が遅延または早まったことにより、火葬受入れ時

間が重なった時は、一方の遺族・会葬者は施設の外で待たなければな らないなど、

十分対応できていない場合がある。

・ 上越斎場の火葬炉は、長身 (身長 190Cm以 上)の遺体に対応できない。

・ 上越斎場、頸北斎場 ともユニバーサルデザイン指針に適合 していない。

(3} 突発的な トラブル、災害対応

上越斎場は、老朽化等により火葬炉の突発的な故障が発生することがあり、修

理の際は火葬受入れ数が減ることとなり、予約制限が必要となることがある。

上越斎場は予備熱源がなく、災害時の対応に難がある。

火葬需要の変化の対応 (表 4、 5、 6)

団塊の世代の方が全て後期高齢者に到達する 2025年 (平成 37年)を見据え、

今後、死亡者の増加に伴い増大化が予想される火葬需要への対応が必要である。

3
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の (上

○上越斎場は平成 21・ 22年度に大規模修繕を行つている。

表 2

平成 29年度上越斎場 火葬時

単位 :

間別・火葬までの日数別火葬件数<死体及び死胎等> 単位 :件

※火葬日までの日数「15日 以降」には死亡日不明等を含む。

※日数別割合は表示単位未満四捨五入のため、内訳と合計が一致しない。

010時～ 13時までの全体 に占める火葬割合は約 80%。

年度

工 赳 肩 】

H21

Btt tか 出民

H22

Iし 瓶 Ⅲ画′

H23 H24 H25 H26 H27 H28 I■ 29
H30

算 額

上

越

斎

場

火葬炉等

修繕
511861 4,958 6,135 101705 I 0 478 11,429 10,496 7.688 5,322 7,963

建物等

修繕
6,534 10,080 3,791 1,438 795 860 241 962 1,321 1,048

計 (A) 57,895 15:038 9,926 12,143 111273 12,289 10,737 8,650 61643 9, 0 1 0

頸

】ヒ

斎

場

火葬炉等

修繕
2,300 2,803 4,702 4,961 51131 5,082 6 226 4 309 4,072 4,839

建物等

修繕
583 412 505 898 1,360 183 678 732 246 21696

計 旧) 2,333 3, 2 1 5 5,207 5,854 61491 5,265 6,904 5,041 41 3 1 8 7,535

合計 (A)十 1B) 18,253 1 5 1 7 64 171554 171641 1 3

火葬までの
日教

9130 10:00 10:30 11:00 11:30 12:00 13100 13:30 14:00 14130 15:00 合計
日数月1

害W谷

1日 12 11 4 2 2 4 5 17 8 14 79 3.811

2日 44 72 77 62 33 53 79 69 42 28 18 577 27.616

3日 22 82 145 175 100 170 101 86 23 21 18 979 46,8丼

4日 7 13 58 55 105 56 21 9 4 3 8 339 16.21も

5日 2 3 8 16 20 17 5 2 2 75 3,6%

6日 1 2 0 5 l 1 16 0,811

7日 1 1 1 1 4 0.211

8日 1 1 1 1 1 5 0,2%

9日 4 1 5 0,29も

10日 1 1 0,llも

11日 1 1 0,lll

12日 1 1 0.lll

13日 1 1 2 0.191

14目 0 0,Oll

15日 以降 2 1 1 2 3 9 0,411

合計 91 1111313 ●214 144 87 61 63 2,093 1001011

時間帯別
火葬割合

4.391 6,911 4,211 2,991 3.091 100,091
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i  3

平成 上 1日 当た りの 及び死胎等>

※休止日は 10月 の作業停電による 1日 のみ。

※件数別火葬割合は表示単位未満四捨五入のため、内訳と合計が一致しない。

○ 月平均は 5,7件 であ り、 1月 、2月 の平均件数は 7.1件 と一番多 い。

日

唇霧評私推計死亡者数 (総数 )

3↑「ど00

81000

2i500

死

薯 2f000
数

尖
モ:500

1† 000

500.

※国立社会保障・人口問題研究所(2010年 及び 2005年 の国勢調査結果)の推計方法に準拠

H22～ 29死亡者数 (確 定)は人口動態調査 (厚生労働省)の数値。

5

件数即1

火弊密l合10月 ■ 月 12月 1月 2月 3月 合 計

火葬
件欺
(件 )

5月 6月 7月 8月 9月1日 当たり
火葬件数

4月

刊 4 0 0,0961 10件 1

3 3 0,1961 111イ牛

1 15 30 1.4963 2 1 2 12件 1 4

6.0963 2 1 1 42 1269 4 6 4 33イ牛 4 5

50 200 9,6%6 3 6 1 94 6 6 34件 6

4 2 5 10 60 300 14,3966 10 2 4 25件 4 5 6

4 49 294 14,0%4 6 5 4 5 2 55 3 3 36件

441 21,1%7 9 8 7 5 2 038 1 2 1 67件 7

7 8 5 39 312 14,9962 3 2 3 48イ牛 1 2 2

20 180 8,6161 1 4 3 22 3 19件 3

1 3 2 13 130 6.2%1 1 110件 2 2

7 77 3.7%1 1 3 刊1H件

31 31 28 31 365 2,093 100,0%31 31 80 31 30計 30 31 30

||17111 ● 7111 5,4
一
７

一

一
一

・

５

一
5,2 5,7 5,8 6,35,9 4.8 4.6 5,2日平均

火弊件数(件 )
5,7

2 762 人

■ 重 | E

―
止
Ｅ
Ｅ 1

至
至
至
至

憂
Ｅ
Ｅ
Ｅ

Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ

夏
重
Ｅ
Ｅ

■
■
■
■

■
■
■
■

巨
Ｅ
Ｅ
Ｅ

Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ

■
Ｅ
Ｅ
Ｅ

Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ

■
コ
■
■



の火葬件数 件

※当市の利用件数。

斎場別の火 の 込み 単位 :件 /年

※ピーク時見込件数は、将来死亡者数の推計に、市民以外の利用者数を含めて火葬件数を算定したものである。

なお、斎場区分は新上越斎場と現在供用している頸北斎場及び経塚斎場の利用状況から便宜的に推計し

たものである。

6

年 度

XVノ 員 租

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

上
越
斎
場

死体、

死胎等
1,745 1,902 11990 11986 li 923 1,990 1,974 21093

産汚物 1 0 4 90 77 77 83 80 49 50

計 1,849 2.067 2,063 2 0 2 3

頸
】ヒ
斎
場

死体、
死胎等

347 335 355 343 328 377 334 359

産汚物 0 0 1 1 0 1 1 0

小動物 3 6 1 353 355 865 403 422 489 4 2 7

計 7 0 8 688 7H 709 7 3 l 774 7 8 6

経
塚
斎
場
※

死体

死胎等
219 213 211 174 i 8 1 200 170 179

産汚物 0 0 0 0 0 0 0 0

計 219 213 2H 174 1 8 l 1 7 0 l 7 9

ハ
口

計

死体、

死胎等
2 3 1 1 2,450 2,556 2 5 0 3 2,432 2,567 21478 21631

産汚物 1 0 4

861

90 78 78 83 81 50 50

小動物 353 355 365 403 4 2 2 439 427

計 2,776 2 8 9 3 2,946 2 9 l 8 3,070 3 l 0 8

ピーク時推計

(平成 47年 ～51年平均 )
平成 29年度実績区 分

2,3482,093上越斎場 (A)

345359頸北斎場 (B)

176179
経塚斎場 (C)

(中 郷区及び板倉区ほか上越市民

利用者)

2,8692,631全体
(A)+(B)+(C)



3 上越市の斎場における基本的な考え方

平成 47年か ら平成 51年頃にかけて、火葬需要のビークが見込まれる中、引き続

き、上越斎場と頸北斎場の 2施設を配置することとする。

3-1 上越斎場について

佃)上越斎場の課題解決の検討

施設設備の老朽化の対応、火葬需要の増加によるサービスレベルの低下等が=課題と

なってお り、これ らの課題を解決する必要がある。

① 上越斎場の長寿命化

・ 平成 21・ 22年 に行つた建物設備や火葬炉設備などの大規模修繕か ら 15年が

経過する平成 86年頃に、再度、大規模修繕が必要となることが見込まれる。

・ 火葬需要の増加や施設の設計上の課題に対応するため、適正規模の火葬炉や諸

室、駐車場の整備等が必要であり、また、高齢者や子ども連れの方など、誰もが

利用 しやすいユニバーサルデザイン指針への適合などの対応が必要である。

・ 火葬能力が低いため、最新の火葬炉設備を導入する際は、既存の建物について

大幅な改修が想定される。

・ 上越斎場を稼働させながら、これ らの課題解消を図ることは、火葬炉の一部停

止や諸室の利用制限、騒音・振動等が生じるなど利用に支障をきたす ことや稼働

率が高いことなど、実現性は低いものと評価 した。

② 上越斎場の改築

前項の課題を踏まえ、安定した火葬サービスを提供するため、現施設の長寿命化

ではなく、将来の火葬需要に見合つた適正規模の火葬施設として、改築を行う必要

があると整理した。

(2)上越斎場の方向性

① 上越斎場は、改築することとする。

② 施設計画の前提条件

○ 頸北斎場は長寿命化を図ることとし、頸北 3区 (柿崎区、大潟区、吉川区)の

住民は引き続き頸北斎場を利用することを前提とした施設規模とする。

○ 火葬炉数の設定に当たっては、現在、主に上越斎場を利用している住民に加え

て、経塚斎場 (妙高市)を 利用している中郷区及び板倉区の住民の将来的な利用

を見込んだ規模とする。

7



③ 新上越斎場建設事業の基本コンセプ ト

当市における諸課題及び葬儀業者への聞き取り調査 (平成 30年 2月 ～3月 市

内葬祭業者 10社に実施)や他市の斎場建設事例を踏まえ、新上越斎場建設事業

の基本コンセプトを次のように設定する。

ア 将来の火葬需要や市民ニーズに対応できる施設

将来の火葬需要に対応可能な火葬能力と斎場施設

希望する時間帯に予約を可能とし、安定した利用及び稼働ができる施設

直葬 (火葬のみの儀式形態)、 家族葬や年々増加するペット火葬に対応可能

な施設

イ 遺族等が故人を偲び、厳かにお見送 りができる施設

他の遺族 。会葬者と交錯 しない独立した空間を創出するなど、会葬者のプラ

イバシーを確保 し、心情に配慮 した施設

海や山などの自然が感 じられるよう眺望に留意 した施設

ウ 人にやさしく、安心して利用できる施設

葬儀や交通事情等により到着が遅延または早まった場合や、火葬炉の突発的な

故障時にも火葬受入れ体制が確保できる施設

ユニバーサルデザイン指針や葬送習慣など、利用する方に配慮した施設

災害発生等の非常時において火葬の継続が可能な施設

工 周辺環境に配慮 した施設

周辺環境に溶け込むようなデザインとするなど、周辺環境との調和を図る

環境に影響を及ぼさないよう、環境対策が図られる施設設備の導入を図る

周辺の緑地化や庭園の設置など、遺族・会葬者を和ませる効果の創出を図る

オ 効果的な施設整備と効率的な斎場運営

民間活力の活用の検討 (設計・施工 C運営一括発注方式や指定管理者の導入な

ど整備・運営事業方式等の検討)も含め、長期的な見地か ら建設、運営にかかる

コス ト縮減に取 り組み、運営 e維持管理しやすい施設とする。
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④ 新上越斎場の機能 g規模

上越斎場は、今後、火葬需要が増加し、約 20年後の平成 47年から 51年 頃にピ

ークを迎えることとなる。このため、火葬需要の増加に対し現在のサービス水準を

維持し、安定した火葬サービスを提供するため、基本コンセプトを踏まえながら機

能強化を図る。

新斎場施設の概要

区 分 新斎場 現斎場

火葬炉 6基程度、動物炉 1基 4基、汚物炉 1基

主な施設機能

待合室、多目的室、告別室、

収骨室、待合ホール、

キ ッズコーナー (幼児遊び

場)、 授乳室 等

待合室 5室 (祭事室含む)

告別ホール、収骨室、炉前ホー

ル、待合ホール

面積 (延床 ) 約2,000～ 3,000∬ 1,367.21∬

※火葬炉数、主な施設機能及び面積については、他市の斎場建設事例や参考文献

などか ら設定 。試算 しているが、今後の検討状況及び民間活力の導入によ り、

変更する場合がある。火葬炉数、施設規模や機能等の検討の詳細については、

基本構想で示す こととしている。

(3)建設場所について

建設場所については、「現敷地内における改築」の検討を行い、不可能な場合は「新

たな建設場所」における改築を検討した。

① 現敷地内における改築の検討

次の理由により現敷地での改築は行わないこととした。

。 上越斎場を稼働させながら改築することは、敷地が制限され、既設待合棟を解

体する際は仮設待合室を設置する必要があること、騒音・振動等が生じるなど利

用に支障をきたすことから、困難性が高い。

・ 現敷地の東側は傾斜地となっており、平成 10年 に土砂災害が発生しているこ

とや、平成 23年 には新潟県から土砂災害警戒区域 (地すべり)に指定されたこ

となど、災害の危険性が高い土地である。
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② 新たな建設場所の検討

新たな建設場所の検討に当たっては、以下の視点を考慮 した。

ア 冬期間も含め交通の利便性、安全性が確保されること。

イ 住宅地か ら一定の距離があり、直接施設が視認されないこと。

ウ 斎場 として自然が感 じられるなど好ましい景観を有 していること。

工 都市ガス、水道、電気が整備されていること。

オ 地域住民の理解 と、土地所有者の協力が得 られること。

力 災害等の危険性が低いこと。

キ 必要な面積が確保できること。

○ 建設場所…現上越斎場隣接地

斎場の建設の検討に当たつては、その施設の特性か ら地域の理解や協力が得 ら

れることが特に重要である。上記の視点を考慮 し、現在地の隣接地を求め建設地と

することとした。

ア 現上越斎場は、上越市の北部に位置してお り、降雪も比較的少ない地域であ

ること、また、人口の集積する市街地に近く、幹線道路である国道 8号 に近接

していることか ら、交通の利便性が高い地域であり、施設の運営において優位

性のある地域である。

イ 住宅地か ら一定の距離があるとともに、直接施設が視認されないことなど

か ら、周辺住宅地に対する影響が少ない。

ウ 当該地か らの景観は、山や海が見え、上越 らしい景観である。

工 周辺地は概ね市街化調整区域であり、建物の建築が制限されている地域で

あるが、斎場の運営として必要な都市ガス・水道・電気が供給されている。

オ 平成 28年 に地元住民に説明会を実施し、概ね理解は得 られてお り、また、

土地所有者にも説明を実施 している。

力 現上越斎場敷地は、土砂災害警戒区域に指定されているため、危険性の少な

い隣接地を新たに求めることとする。

キ 隣接地には、市有地と一部民有地を取得することにより、斎場が建設可能な

用地が確保され、現上越斎場敷地を新斎場の敷地の一部 (駐車場等)と して活

用 しつつ、土砂災害警戒区域を除外 し、斎場建物を建設することができる。

10



○ 土砂災害警戒区域の検討

現上越斎場及び新上越斎場建設予定地の一部は、平成 23年 2月 に土砂災害警戒

区域 (地すべ り)に指定されてお り、本年 7月 の西 日本豪雨の被害を受け、現斎場

敷地及び建設予定地について、庁内ワーキングチームにおいて現地確認や対策など

について協議を重ね、また、妙高砂防事務所の専門的な知見を踏まえ、建設予定地

としての適否について十分な検討を行つた。

・ 土砂災害警戒区域は、住民等に危険を認識してもらい、土砂災害が発生すると

見込まれる場合は、速やかに避難してもらうというソフト対策を講じさせる法的
. 

意図があり、建物の構造を規制するものではない。

・ 建設予定地においては、不特定多数の人が集まる建屋は、土砂災害警戒区域か

ら除外する。

・ 土砂災害警戒区城に指定されている敷地については、現上越斎場建設時に地す

べり対策施設 (水抜きボーリングエ)が設置されており、新潟県地域防災計画等

に基づき、危機管理マニュアルなどのソフト対策を講じた上で、駐車場等として

活用する。

・ 現斎場の利用に当たり、新たに危機管理マニュアルを策定し、災害を想定した

避難訓練等のソフト対策を講じている。

O ポーリング (試掘)調査について (委託期間 :平成 30年 4月 27日 ～6月 30日 )

・ 深度 14mか ら 19mま で支持地盤として推奨する地層が確認された。

新斎場建設予定位置図

※今後、用地測量、用地交渉、関係法令等の調整により、建設予定地の区域及び面積は

変更する場合がある。

11

へ上越市大学居多地内

上魅漕lυ ,と

奉

市道
静

当
 _

多

【①新斎場建設ラ定地】

約 3,OOO n甘

〔零唇盤4:】 1写::解〕 “
燃
斎
毬

也

=lB…
新斎場建設予定地

狙   E.,,現斎場敷地

:■:■:…土砂災害警戒区域

【②現斎場敷地】

約 5,300 nf



141 用地の構成

※用地測量、用地交渉、関係法令等の調整及び民間活力の導入等により、用地構

成及び面積を変更する場合がある。

(5)民間活力導入の検討

民間活力の活用の検討も含め、長期的な見地から建設、運営にかかるコス ト縮減

に取り組み、運営・維持管理しやすい施設を目指すため、庁内ワーキングチームに

おける検討や先進地事例の視察結果等により、基本構想策定の過程において、従来

型の分離型発注方式などの一般公共事業による整備のほか、民間のノウハウ等を活

用した設計・施正一括発注方式、PFI方 式、指定管理者制度による運営など、新

たな整備・運営方式による事業化についての導入可能性を調査し、決定していくこ

ととする。

※ PFI方 式…公共施設等の設計、建設、維持管理及び運営に、民間の資金とノウ

ハウを活用し、公共サービスの提供を民間主導で行うことで、効率

的かつ効果的な公共サービスの提供を図る方式。

区 分 面 積 用 途

① 新斎場建設予定地

約 8,000だ

うち民有地約 5,600∬

市有地約 2.400∬

建物、駐車場、構内道路等

② 現斎場敷地 約 5,300ゴ 駐車場 (マ イクロバス等)等

合 計 (①十②) 約 13,300だ
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3-2頸 北斎場について

佃}頸北斎場の方向性

○ 頸北斎場については、長寿命化計画により適正な維持管理の下で火葬需要ピー

ク時 (平成 47年～51年 )までは使用することとし、その後の施設の在り方につい

ては、更新を迎える時期にあわせて頸北地域の皆さんの意見を踏まえ検討するこ

ととしている。

(2)頸北斎場長寿命化診断等委託結果 (委寵期間 :平成 30年 1月 5日 ～3月 20日 )

建物等の点検及び診断を行い、今後見込まれる修繕内容、費用等を算出した長期的

な修繕計画を策定し、長寿命化を図つている。

① 主な診断結果

判  定 内  容 (主なもの)

Sラ ンク

天丼雨漏りによる屋上防水

高圧ケーブルの経年劣化による取替

空調機器の新設 (告別ホール )、 更新 (待合ホール )

Aラ ンク

外壁クラック、外壁 目地劣化による雨水侵入防止の外壁修繕

告別ホール等床材欠損による補修

待合室等内装改修 (壁 クロス劣化による張替、襖、障子張替 )

Bラ ンク 待合室等内装改修 (建具建付け等調整)

※判定基準は、老朽度、重要度による 2つ の観点か ら、 Sラ ンク (緊急度高い)

か らDラ ンク (緊急度低い)に分類 し、修繕の緊急度を決定 したもの。

○ 長寿命化に伴 う修繕内容

今後、更に損傷が大きくな り、建物の躯体に影響がある Sラ ンク等に評価 さ

れた箇所については早期に修繕を行 うこととする。(屋上防水、外壁クラック

等 )

利用者サービスに影響が出てくる空調、内装、床材等の機能や安全確保部

分についても劣化が見 られるものについては、修繕を実施する。

利用者の葬送に直接関係する火葬炉については、保守点検 を行いなが ら計

画に基づき修繕を進める。
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年  度 計画内容

平成 30年度 待合ホール空調機器交換、高圧ケーブル取替、火葬炉修繕 等

平成 3'1年 度

外壁修繕設計、変圧設備入替修繕、告別ホール空調機器新設

駐車場アスファル ト修繕、屋上防水修繕、屋根塗装修繕

内装改修、火葬炉修繕 等

平成 32年度 外壁改修、軒天修繕、収骨室空調入替修繕、火葬炉修繕 等

○ 長寿命化に伴う修緒計画

① 平成 30年から平成 32年の修緒計画

※今後の点検や実態を踏まえ、計画内容は変更する場合がある。

② 建物関係及び火葬炉設備の修緒総額 (推計):約 3億 2千万円 l平成]9年～51年まで)

※火葬需要ピーク時 (平成 47～ 51年 )以降となる、築 50年 (平成 53年 )

までの修繕計画を策定。

3-3 経塚斎場 (妙高市)の使用料補助金について

① 市民の負担を統一することを目的として、中郷区及び板倉区の住民が経塚斎

場を利用する場合に限つて実施している使用料補助について、現経塚斎場が供

用されている間は、これを継続することとする。

【参考】

経塚斎場使用料補助金の概要 <平成 30年度～> (単位 :円 )

種  別 区 分 単 位

経塚斎場使用料金

補助額
窓口

支払額

(参 考 )

上越・

頸北斎場

使用料

妙高市内

居住者

妙高市外

居住者

火  葬

12歳以上 一死体 13,000 26〕 000 16.000 10,000 10,000

12歳未満 一死体 8,000 16,000 10,000 6,000 6,000

死産児 一死体 4,000 8,000 5,200 2,800 2,800

焼  却 人体の一部 一 包 31000 6,000 3,200 2,800 2,800

葬儀等

の式場

告別ホール

及び和室等

一　
回

3時間以内 4,000 8,000 4,000 4,000

12時 間以内 8,000 16,000 8,000 81000

24,時 間以内 12ュ 000 24,000 12,000 12,000

24時 間超 24,000 48,000 24,000 24,000
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4 今後の予定

平成 30年度中に整備方針を策定し、平成 31年度に新上越斎場の整備 e運営事業方

式の検討を行い、基本構想を策定することとしている。供用開始は平成 86年度中を目

途とする。

年  度 内 容

平成 30年度 整備方針策定

平成 31年度

整備 。運営事業方式検討 (民間活力の導入可能性調査 )

用地取得

基本構想策定

平成 32年度

～38年度
建築設計、造成工事

平成 34年度

～37年度

本体建築工事、外構工事 等

※平成 36年度中 供用開始 (予定)

現斎場解体 (平成 36年度～37年度予定)

※整備・運営事業方式の検討結果によリスケジュール等を変更する場合がある。
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